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第5回　宇宙開発委員会（定例会議）

・1．　日　　時

2．　場　　所

5　議　　題

4．　資　　料

　委一3－1

　委一3－2

議　　　事　　　次　　　第

昭和56年2月25日　（水）

牛後2時～4時

宇宙開発委員会会議室

第7号科学衛星（ASTRO－A）の
打上げ結果について

第2回宇宙開発委員会（定例会議）

議事要旨．（案）

M一ろS2号機による第7号科学衛星．

　（ASTR・0一一A）の打上げ結果の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　｛



℃

1．　日 時

　　　　　　　　　　　　委一3－11

第2回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　議　　事　　要　　旨（案）

所
出

場
議

（
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7
0

4．資　　料

昭和56年2月18日（水）

午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室

（1）　N－hロケット1号機の打上げ結果につい

　　て

（2）昭和55年度宇宙開発委員会外国技術者招

　　へいについて

　委一2－1　　第1回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議事要旨（案）

委÷2一一2　　技術試験衛星坪型（ETS－iv）の打上げ及び

　　　　　　　　追跡管制結果の概要

委一2－5　　昭和55年度宇宙開発委員会外国技術者招へい

　　　　　　　　について（案）

5．出席者
　　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　　　’吉　識　雅　夫

　　　　　〃　　　委員　　　　　　　　　　斎　藤　成　文

　　　　　〃　　〃　　　　　　井響上啓次郎
　　　　　〃　　　〃　　　　　　　　大塚　環
　説明者

　　窪宙閉発事業団理事　　　　　平木　一
　　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　　　平　井　正　一・

　　　　　　　　　　　　一　　1．一

関係省庁職員等

　文部省学術国際局審議官

　通商産業省機械情報産業局次長

　　　〃　　主業技術院総務部長

　運輔省大臣官房審議官

　　〃　気象庁総務部長

　郵政省電波監理局審議官

　　”　　　”　　宇宙通信開発課

　宇宙開発事業団システム計画都

　　　　〃　ロケット設計グループ総括開発部員

　　　　〃　衛星設計第2グループ　　〃

　　　　〃　　　打上管制部長

　　　　ガ　　　追跡管制部長

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　〃　’　　〃　　宇宙国除課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長
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6．議　事

　（1）　前回議事要旨の確認

　　　第1回宇宙開発委貴会（定例会議）謎事要旨案（資料委一

　　2－1）が確認された。’

一　2　一



（2）　N二皿．ロケット1号機の打上げ結果について

　　宇宙開発事業団の平木一理事及び’平井正一理事より、

　資料委一2－2に基づき、説明が行われ、以下の質疑応答が行．

　われた。

　　また、事務局より、2月15日の閣議におげる今回の打上げ

　に関する大臣発’言の内容について報告が行われた。

吉識：9本の固体補助ロケット（SOB）に正常に動作したのか。

平木：SOBは以前から国内でライセンス生産を行ってき’ている

　　ものであるが、今回の打上げにおいそは、その9本のSOB

　　は正常に動1卜し、所期の機能を持っているごとを帷志した。

　　　また、ハードウエアの形で米国より購入した、デルタ憤性

　　誘導装置（D工GS）及び第2段推進系（SS：PS）につい

　　ても、今回の打上け成功によって、これらのシステムの事前

　　チェックの除の判断に問題：がなかったことが明らかとなって

　　おり、今後、これらのジステムを採用したN－nロケットを

　　用い各種衛星を打ち上げる見通しが得られたものと思われる。

井上：D工GSのチェックは、どの程度行ったのか。

平木：D工GSを構成するコンポーネントレベルの試験は行えな

　　いが、システム全体及びサブシステムの機能を碓認する性能

　　評価試験、飛翔条件を模擬した試験等を行うことにより、D

　　工GSの事前チエツクを行った。

吉識：SOB9本を同時に燃焼させることは、考えられないのか。

平木：9本同時燃焼させた場合、加速度の増加については問題が

　　ないが、取付部の強度及び飛翔時の動［Eが問題となる。

5

　　　なお・ロケットの性能を向上させることを目撫に、先に燃

　　焼する6不のSOBを燃焼終了後直ちに分離することが考え

　　られるが、機体との衝突のおそれもあり、検討を必要とする。

（3）昭和55年度宇宙開発委員会外国i技術者招へいに：ついて

　　事務局より、資料委一2－5に基づき説明が行われ、原案ど

　おり決定された。
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